
【本教材について】

 テーマ： １．防災リーダーの役割/住民(構成員)の自助意識を高めるには

 単元名： １地域の災害発生のおそれと自主防災活動の必要性

 所要時間： 60分程度

 準備：

1. 自治体の地域防災計画やハザードマップの内容をスライドに反映させ
て下さい。

2. 「１．わがまち（地域）の災害発生のおそれ」 は、「地震災害（p.11～
p.16）」と「風水害（p.17～p.21） 」の２種類の【ワークショップ】があります。
地域の状況に合わせてご利用下さい。

3. 補助教材にある「ワークシート」と細マジック（黒）を参加者人数分準備
して下さい。

4. 適宜、スライドの追加や変更をすることができます。参加者の特性（自
主防災組織等の会長が多いか、在職期間が長いかなど）に応じて、内
容の追加・削減や修正・変更を検討することで、より良い研修効果が期
待できます。

5. 実際に研修を行う前に、何人かのグループを作り、練習し合う場を設け
ることもよい研修とするうえで効果的です。



自主防災組織等のリーダー育成研修

防災リーダーの役割/住民
(構成員)の自助意識を高めるには

地域の災害発生のおそれと
自主防災活動の必要性



学習目標と内容

学習目標
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地域防災リーダーとして、最低限理解しておきたい
基本的なことを理解する
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１．わがまち（地域）の
災害発生のおそれ

15分
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近年、大規模な災害が

頻繁に発生しています



災害発生のおそれを認識しておくことの重要性

近年、日本各地で発生している地震災害
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事例３）大阪府北部を震源とする地震
2018年（平成30年）6月18日

事例２）平成28年熊本地震
2016年（平成28年）4月14日以降

事例１）東日本大震災
2011年（平成23年）3月11日

事例４）北海道胆振東部地震
2018年（平成30年）9月6日

写真：総務省消防庁ホームページ 写真：総務省消防庁ホームページ

写真：内閣府防災情報のページ 写真：総務省消防庁ホームページ



災害発生のおそれを認識しておくことの重要性

近年、日本各地で発生している風水害

7
事例３）平成30年7月豪雨

事例２）平成29年九州北部豪雨
（福岡県や大分県などで
河川氾濫、土砂災害）

事例１）平成26年8月豪雨
（広島市で土砂災害）

事例４）令和元年台風15号災害

写真：国土交通省 国土地理院ホームページ 写真：国土交通省ホームページ

写真：国土交通省ホームページ 写真：国土交通省ホームページ
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私たちの地域に

起こりうると想定されている

地震災害／風水害



■■市に想定されている地震の被害
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震度分布図を

貼り付けて下さい

（事例を貼っておく）

想定地震
• ■■地震 （震源： マグニチュード： 最大震度： ）

主な被害
• 人的被害（死者●●名、負傷者●●●名）

• 物的被害（建物倒壊、火災、液状化、土砂災害）

「地震災害」と「風水害」の２種類がありますので、説明する方が、地域
の実情に合わせて、適宜選択してご利用下さい。
また、本スライドの赤枠の内容は、研修を行う地域で発生が想定され
ている地震についての被害想定の図等に置き換えて下さい。本スライ
ドでは、首都直下地震の震度分布図を例示しています。
研修会の受講者や規模にあわせて、被害想定の図等を用意して下さ
い。

首都直下地震等による東京の被害想定より引用



■■市に想定されている大雨や台風等の被害
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浸水想定区域図など
ハザードマップの図を
貼り付けて下さい

（事例を貼っておく）

大雨や台風による主な被害
• 高潮による浸水

• 洪水による浸水

• 低地帯等の内水氾濫による浸水

• 大雨による土砂災害（土石流、がけ崩れ等）

• 強風・竜巻による家屋倒壊等

千代田区洪水ハザードマップより引用

「地震災害」と「風水害」の２種類がありますので、説明する方が、地域
の実情に合わせて、適宜選択してご利用下さい。
また、本スライドの赤枠の内容は、研修を行う地域で発生が想定され
ている大雨や台風についての被害想定の図等に置き換えて下さい。
本スライドでは、千代田区洪水ハザードマップを例示しています。
研修会の受講者や規模にあわせて、被害想定の図等を用意して下さ
い。
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＜地震災害＞

皆さんが住む地域には

どのような被害が想定されて

いるでしょうか？
「地震災害」と「風水害」の２種類がありますので、研修を行う方が、地
域の実情に合わせて、適宜選択してご利用下さい。
また、研修会の受講者や規模にあわせて、市町村単位・町内会単位・
小学校区単位などワークショップで考えてもらう対象地域を決めてくだ
さい。

ワークショップ 35分



① 想定震度は？

② 津波の可能性は？

③ 液状化の可能性は？

④ どのような被害や影響が
生じるか？
 建物倒壊

 火災

 断水 ・・・

地震災害における地域の危険の整理
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【個人作業】 ＜１０分＞
配布されたハザードマップや被害想定資料を確認し、
皆さんの地域の危険性について「ワークシート(地震)」
に書き出しましょう

研修の受講者の防災に関する知識の習得状況等に応じて、作業時間
等を適宜調整して下さい。
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ワークシートを活用しながら

皆さんの地域の危険について

話し合いましょう

グループ内で共有 ＜15分＞



地震の揺れによる被害と影響
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建物の倒壊 ブロック塀・石垣の倒壊

道路にヒビ、でこぼこ家具やモノが散乱

写真：総務省消防庁ホームページ 写真：総務省消防庁ホームページ

写真：総務省消防庁ホームページ 写真：総務省消防庁ホームページ

研修を行う地域で起こると考えられる被害事例をお選び下さい



地震の揺れによる被害と影響
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津波

液状化 延焼火災

土砂災害
写真：総務省消防庁ホームページ

写真：総務省消防庁ホームページ

写真：総務省消防庁ホームページ

写真：総務省消防庁ホームページ

研修を行う地域で起こると考えられる被害事例をお選び下さい



地震の揺れによる被害と影響
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断水/ガス供給停止停電

電話使用不可/ネット使用不可下水道使用不可

写真：多摩市ホームページ

写真：内閣府 防災情報のページ

写真：総務省消防庁ホームページ

写真：国土交通省ホームページ

研修を行う地域で起こると考えられる被害事例をお選び下さい
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＜風水害＞

皆さんが住む地域には

どのような被害が想定されて

いるでしょうか？

35分ワークショップ

「地震災害」と「風水害」の２種類がありますので、研修を行う方が、地
域の実情に合わせて、適宜選択してご利用下さい。
また、研修会の受講者や規模にあわせて、市町村単位・町内会単位・
小学校区単位などワークショップで考えてもらう対象地域を決めてくだ
さい。



① 河川氾濫による洪水の可能性
は？ 水の深さは？

② 土砂災害の可能性は？

③ 高潮の可能性は？

④ その他、気づいた被害等
 強風による建物の損壊

風水害における地域の危険の整理
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【個人作業】 ＜１０分＞
配布されたハザードマップや被害想定資料を確認し、
皆さんの地域の危険性について「ワークシート(風水
害)」 に書き出しましょう

研修の受講者の防災に関する知識の習得状況等に応じて、作業時間
等を適宜調整して下さい。
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ワークシートを活用しながら

皆さんの地域の危険について

話し合いましょう

グループ内で共有 ＜15分＞



河川の氾濫による浸水（外水氾濫） 高潮による浸水

大雨による がけ崩れ、
地すべり土石流

風による家屋の倒壊

大雨や台風による被害と影響
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写真：総務省消防庁ホームページ

写真：総務省消防庁ページ

写真：香川県ホームページ

写真：総務省消防庁ホームページ

研修を行う地域で起こると考えられる被害事例をお選び下さい



大雨や台風による被害と影響
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断水
（施設被害、停電などによる）

停電
（倒木や土砂崩れなどによる）

下水道
（施設被害、停電などによる）

通信障害
（停電や伝送路断などによる）

写真：兵庫県ホームページ

写真：千葉県ホームページ

写真：総務省消防庁ホームページ

写真：宮古島地方気象台ホームページ

研修を行う地域で起こると考えられる被害事例をお選び下さい
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１．わがまち（地域）の災害発生のおそれ
- まとめ -

•近年、大規模な地震や風水害が発生
し、被害は甚大です



２．自主防災活動の必要性

10分



災害が発生した地域における対応の実態
（救助活動の実態）

24

34.9

31.9

28.1

2.6

1.7

0.9

0 10 20 30 40 50

その他

救助隊に

通行人に

友人･隣人に

家族に

自力で

(%)

災害時（特に直後）は
「公助」が間に合わない

直後は
「自助」と「共助」で

守り抜く必要

阪神・淡路大震災における倒壊家屋からの
救助活動の主体

参考：日本火災学会「1995年兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書（1996）」

阪神・淡路大震災において、倒壊家屋から救助したの
は自助が66.8％、共助が30.7%、公助は2％足らず

共助

自助

公助



災害が発生した地域における対応の実態
（消火活動の実態）
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長田区西代市場火災

自治会リーダーの呼びかけで、200
人以上のバケツリレー
倒壊家屋を動かし延焼防止

東灘区御影西町火災

子どもを含む約300人がバケツ
リレー

長田区東尻池町火災

近隣企業からポンプ、ホースなど
の提供を受けて活用

参考：日本火災学会「1995年兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書（1996）」
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市民消火活動の有無

阪神・淡路大震災時に、神戸市内で、調査した９４か所
の火災現場のうち、約８割の７７か所で市民消火活動が
展開された



自助意識の現状
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各家庭が大地震に備えて、行っている対策

参考：内閣府「平成29年度防災に関する世論調査」

近年、自助の意識は高まってきているが、まだ不十分

45.7%

40.6%

15.2%

食料や飲料水、日用品などを
準備している

家具・家電などを固定し、転倒・
落下・移動を防止している

非常持ち出し用衣類、毛布など
を準備している 半数以上は

備えてない



自助・共助の重要性
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災害時（特に直後）は、「公助」の活動には限界がある
✓道路の寸断等で地域が孤立 ✓行政等も自身が被災

「自助」と「共助」の防災活動が重要

自助 共助

公助

⾃分の⾝を
⾃分で守る



■地域ぐるみでの避難体制
（東広島市黒瀬町洋国団地：広島県）

【事例】実際の災害時における共助
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○ 平成30年7月豪雨で土石流による被害を受けたが、住民で支え合っ
て事前に避難したため、死者やけが人がゼロだった。

○ 要配慮者を含む７名が避難準備の発令前に自主的に避難した。この
時、自治会で事前に決めていた要配慮者を支援する担当者が避難
の補助をした。

参考：内閣府「平成30年７月豪雨を踏まえた水害・土砂災害からの避難のあり方について（報告）【参考資料】」

くろせ ちょう ようこく

○ 平成26年の災害を受け、防災
に関する取組をはじめ、緊急告
知ラジオの設置や民生委員等
による高齢者・障がい者の避難
を支援する担当を事前に決め
ていた



29

２．自主防災活動の必要性
- まとめ -

•災害時（特に直前、直後）は、「自助」と
「共助」の防災活動が重要です
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まとめ

•近年、大規模な地震や風水害が発生
し、被害は甚大です

•災害時（特に直前、直後）は、「自助」
と「共助」の防災活動が重要です


